
メルセデスベンツＳＢＣについての概要  
 
ＳＢＣシステムの停止  

安全に関する注意： 
 ブレーキキャリパーを取り外すときにブレーキ圧が不用意に高くなることを避けてください 
 そのために、プレッシャ・リザバーをディスチャージした後、リザバーチャージポンプの自動スタートを停止します 
 拡張リザバーのブレーキ液レベルが上がり溢れる可能性があります 

以下の行為により圧力が自動的に強くなることがあります： 
 ドアを開ける 
 セントラルロックシステムの操作 
 ブレーキペダルを踏む 

 
以下の作業前にＳＢＣを停止させることが必要です： 

 油圧システムの作業 
 ブレーキパッドの取り外し/取り付け 
 ブレーキキャリパーの交換 
 ブレーキディスクの交換 
 ブレーキシステム・プレッシャリザバーの交換 
 ブレーキオペレーティングユニット部品の交換 
 油圧ユニット部品の交換 
 
診断ツールの手順を実行 
 

重要事項： 
 ブレーキシステム中に圧力が無いこと 
 リザバーチャージポンプの始動がブロックされていること 
 ブレーキシステムが作動停止状態であること 
 ブレーキシステムへの作業中にテスト機器は取り外しておくこと 
 イグニッションをオフにしてまたオンにした後でもＳＢＣシステムは停止させたままであること 
 インストルメントクラスタに赤色の警告メッセージが現れます 
 ＳＢＣの起動 手順によりＳＢＣを再起動すること 

 
油圧ブレーキシステム・フルード/ブリードブレーキシステムの交換 

 バテリーチャージャーが接続されていることを確認 
 認証されたフィリング・ブリーディングユニットを使用すること 
 フィリング・ブリーディングデバイスは充分に充填してあること 
 容器は少なくとも 3 l の容量があること 
 ブリードバルブ圧は 100 bar を超えること 
 ブリーディングホースには EHB アダプタ(211 589 01 91 00) を使用してブリードスクリューが滑り落ちないよう

にすること 
 ブリーダーホースをしっかり持つこと 
 
診断ツールの手順を実行 

 
プレッシャリザバー: プリテンション・プレッシャをチェック 

プレッシャリザバーは 95 bar の予備負荷圧を受けています。 プレッシャリザバーが古くなるにしたがって予備負

荷圧は変化します。 予備負荷圧が規定値外になるとコントロールモジュールが不具合を検知します 
テストを連続して行う場合は間に少なくとも６分間休みを入れます 
 

診断ツールの手順を実行 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
Rpm センサー 

前提条件： 
フォルトコード C2134 がコントロールモジュールに記録される 
原因の可能性： 
Ｒｐｍセンサーの交換 
Ｒｐｍセンサーの搭載場所をチェック 
このテストはスピードセンサーとパルスホィールをチェックするものです 

 テスト手順：:  
車輌を 15 km/h 以上に加速、ゆっくりブレーキを踏んで停止させる。 １０秒以内にテスト。 

 重要事項： 
 ブレーキ力の減衰警告 

 
ブレーキシステムのリーク・チェック 

このアクティベーションは以下のブレーキシステムにおけるリークをチェックするものです： 
- 油圧ユニットの油圧ライン接続 
- ブレーキキャリパーの油圧ライン接続    
- ブレーキオペレーティングユニットの油圧ライン接続 
更に、油圧ラインのリークに関しては目視チェックも行います I 
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